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グローバル・オーシャン
・ワークス株式会社

GOWグループ各社の概要とストロングポイント

＜会社概要＞
◆2009年5月25日設立 ◆資本金：5億1000万円
◆従業員数：53名
◆事業：養殖ブリの製造加工・販売業（主に冷凍品）
◆販売先：輸出（アメリカ）
◆売上高：約35億円

＜工場概要＞
◆敷地面積：460㎡
◆取得認証：HACCP（2010年2月）BRC（2017年5月）

＜施設登録＞
アメリカ・ロシア・中国・ナイジェリア
ウクライナ・ベトナム・ブラジル（検討中）

優 れ た 加 工 技 術 を 持 ち 、
世 界 基 準 の 認 定 も 取 得 。
こ う し た ノ ウ ハ ウ を 活 用 し 、
世 界 各 地 に 販 売 促 進 中 。

＜会社概要＞
◆設立：1968年2月14日
◆資本金：100万ドル
◆支店数：西海岸を中心とする北米6支店
◆従業員数：95名（全支店合計）
◆事業：水産食品の輸入・販売

（高級日本料理店やアジア系スーパー）
◆取得認証：HACCP、SQF

◆売上高：90M＄

＜アメリカ：6拠点+日本1拠点＞※シカゴ（準備中）
ロサンゼルス本店、サンフランシスコ、ソルトレイクシ
ティ、アリゾナ、ヒューストン、東京

＜ストロングポイント＞

I M P は 、 世 界 で 展 開 す る 「 N O B U 」
を は じ め と し た 北 米 エ リ ア の 外 食 産
業 お よ び 中 食 ・ 流 通 小 売 へ 、 マ グ ロ 、
は ま ち な ど を 中 心 に 魚 介 類 等 の 供 給
を 担 う 。
高 品 質 の 供 給 体 制 が 評 価 さ れ て い る 。

インターナショナル
・マリン・プロダクツ

＜ストロングポイント＞
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GOWグループ各社の概要とストロングポイント

＜会社概要＞
◆2012年10月5日設立
◆資本金：500万円
◆従業員数：39名
◆事業：養殖ブリの製造加工・販売業（主に冷蔵品）
◆販売先：国内・輸出（アメリカ・アジア）
◆売上高：約25億円

＜工場概要＞
◆敷地面積：473㎡
◆取得認証：SQF（2014年3月）

＜施設登録＞
アメリカ(アクアブルーUSA)・中国・ナイジェリア
ウクライナ・ベトナム・ロシア(申請中)

ブラジル(申請中)・EU(検討中)

水揚げから加工、出荷までを短時
間で行い、かつ温度・水分管理を
徹底することで抜群の鮮度を実現。
近年では香港や東南アジアへも出
荷している。

＜会社概要＞
◆2014年5月12日設立
◆資本金：500万円
◆従業員数：13名
◆事業内容：委託養殖事業／養殖魚マネジメントと

マーケティング管理

◆認証規格：ASC（2017年12月）
◆売上高：約35億円（養殖魚／飼料販売）

＜ストロングポイント＞ ＜ストロングポイント＞

アクアブルー株式会社 鹿児島水産株式会社

マ ー ケ ッ ト ・ イ ン の 考 え 方 に 基 づ く 、
養 殖 ビ ジ ネ ス の 管 理 全 般 が 得 意 領 域 。
安 心 安 全 の 担 保 と 安 定 供 給 を も と に 、
養 殖 の 近 代 化 に 取 り 組 む 。









■近代的な養殖体制の整備

１）養殖管理体制の向上 – 1（別紙.1参照）

■共同購買、計画生産、計画出荷、品質統一、ブランド化の実現

・資源の有効活用
→ 水深が深く、養殖に適した環境

（湾内環境のため、潮流の影響を受けにくい）
→ 輸出サイズ（6kg以上／尾）のトレースの取れた安全なブリを早くつくることが可能

・計画生産（契約栽培）による価格安定化の実現
→ 消費者のニーズに合った生産、販売
→ 養殖業者と販売先（加工場）の連携
→ 出荷時期、数量、サイズ、単価を計画

・養殖作業の協業集約化によるコスト削減
→ 稚魚の餌付け、分養作業、出荷作業、生簀清掃、船舶等

・ブロイラー方式による製造単価の徹底管理
→ 給餌方法／頻度、生簀清掃頻度、放養尾数 等
※生簀ごとの原価（餌、薬、人件費、その他経費）をリアルタイムで把握し、

原価の把握と積み上げにより利益の確保につなぐ

・IT管理による漁場環境の測定、観察
→ 赤潮や低酸素の回避、成長効率の向上
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■販売エリア／販売チャネルの拡大

１）海外における販路拡大ための重点施策

・販売拠点の確保／拡大

→ 現地の日系企業（ 流通小売・食品メーカー・外食産業など）との戦略的連携および開拓

→ M&Aや業務提携による拠点づくり（企業買収に関する諸条件について熟慮）

→ 国内外の物流との連携

・各国市場の定期的なリサーチと商流メンテナンス

→ 各国に在住する現地リサーチャーとの連携／海外シェフネットワーク体制の整備／

定期報告と次戦略の構築（事業パートナー：株式会社TNC ）

リサーチ×計画生産×物流×現地販売ネットワークによる販路拡大。
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■ 2035年までの養殖生産体制（目標）

ベ
イ
エ
リ
ア
の
構
築

A
C

80万尾体制

2021年

100万尾体制

2018年

150万尾体制

2025年

200万尾体制

2030年

300万尾体制

2035年
人口90億人
突破

港や施設設備の整備・新設

養殖管理体制の向上

錦江湾エリアにおける養殖・輸出の特区（ライセンス化）

販売エリア・チャネルの拡大

国内物流網の整備








